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腎 臓 に 発 生 し た 骨 外 性 骨 肉 腫 の 犬 の 1 例
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要     約

血尿と左腎腫大を呈する8歳，避妊雌のラブラドール・レトリーバーに対し腎臓腫瘍を疑い左腎臓摘出術を実施し
た．摘出した左腎は病理組織学的検査により骨外性骨肉腫と診断された．手術後にカルボプラチンによる化学療法を実
施したところ，術後248日を経過した現在においても局所再発や遠隔転移は認められず良好な予後が得られている．
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